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	応用
	抗原情報
	背景
	AKT1S1は、AKT（MIM 164730）のプロリンに富む基質であり、リン酸化されると14-3-3タンパク質（YWHAH、MIM 113508参照）に結合する（Kovacina et al., 2003 [PubMed 12524439]）。[OMIM提供、2008年3月]、機能：ホスファチジルイノシトール3キナーゼ（PI3K）-AKT1生存シグナル伝達において重要な役割を果たす可能性がある。AKT1リン酸化の基質であるが、AKT1非依存的なメカニズムによっても活性化される可能性がある。生存シグナル伝達経路におけるその役割は、酸化ストレスによって調節される可能性がある。神経成長因子を介した神経保護にも関与している可能性がある。,細胞内局在：脳の細胞質分画に存在する。,サブユニット：リン酸化型は14-3-3と相互作用する。,組織特異性：広く発現しており、肝臓と心臓で最も高い発現レベルを示す。癌細胞株（例：A549、HeLa）では、正常細胞株（例：HEK293）よりも高い発現レベルを示す。,
	研究分野
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	Akt1 S1（リン酸化Thr246）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	PDGF 50 ng/ml 30分処理したHepG2細胞ライセートのAkt1 S1（リン酸化Thr246）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

